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問6 次の逐次壊変において,放射平衡が成立することがないのはどれか。なお,( )内は壊変様式と半減
期を示す。

1 "Mg(β~,209h)- 28Al(β ,2.24m)  →

2 `8Ge(EC,271d)→ 68Ga(EC+β・ ,676m)→
3 8フY (EC,798h)→  87ゝ r(rr,2.80h)   →

0駐 F::∫:‖ 三為懇li∫:] =

間8 放射性核種の経時変化に関する次の記述のうち,正 しいものはどれか。
1 60mc。 (半減期 10.5分)から生成する∞c。 (半減期 527年 )の放射能は,十分に時間が経過すると,
半減期 105分で減衰する。

2 9'M。 (半減期 659時 間)から生成する 9'・Tc(半減期 601時間)の放射能は,十分に時間が経過す
ると,半減期 6.01時間で減衰する。
3 "6Ra(半 減期 1600年 )か ら生成する222Rn(半減期 382日 )の放射能は,十分に時間が経過する
と,2%Raの放射能の2倍 となる。

()68Ge(半減期 271日 )から生成する無担体の
68Ga(半
減期 676分)の比放射能は,常 に一定である。

5 'Cu(半減期 127時間)から生成する“Ni(安定)及び“Zn(安定)の生成速度は,常に等しい。


